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大空に200匹のこいのぼり
５月３日からの３日間、明世町の市民公園で「こ

いのぼり祭」が開催され、多くの親子連れが訪れま
した。
会場では、マスつかみ大会や大道芸人によるバラ

エティーショーなどが行われ、訪れた人を楽しませ
ていました。（まつりの様子は９ページに掲載）
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男女共同参画推進室　1内線335

プランの基本理念 

プランの性格 

プランの背景 

プランの期間 

　「男女共同参画社会」とは、だれもがかけがえのないひとりとして、自分の個性や能力を活か
しながら喜びも責任もわかちあうことのできる社会です。 
　今、社会は少子高齢化、核家族化、そして子どもや高齢者への虐待など様々な問題に直面して
います。これらの問題を克服して、だれもが住みやすい社会を築いていくためには、性別を越え、
互いに対等なパートナーとして協力していくことが求められています。 
　「みずなみ男女共同参画プラン」は、そのような社会を実現するために私たちが行うべき施策
を示したものです。 

●一人ひとりが性別に関わりなく、お互いにその人らしさを尊重し合い、個人の能力を発揮し、多様な
生き方ができる社会をつくります。 
●家庭や地域、職場において男女が常に助け合い、責任を担い合いながら、平等な立場でともに活動し、
平等に利益を分かち合える社会をつくります。 

●このプランは、男女共同参画社会の実現を目指し、瑞浪市の地域の特性を踏まえて、市が実施する施
策を明らかにするものです。 
●このプランは、瑞浪市に住み、働き、学ぶ人々や、事業者・その他の団体が主体的に行動し、行政と
協同して取り組むことを期待するものです。 
●このプランは、瑞浪市男女共同参画懇話会の「瑞浪市の男女共同参画計画に関する提言」を尊重し、
策定するものです。 
●このプランは、「男女共同参画社会基本法」及び「岐阜県男女が平等に人として尊重される男女共同
参画社会づくり条例」をもとに策定するものです。 
●このプランは、「瑞浪市第5次総合計画」を踏まえて策定するものです。 
●このプランは、社会、経済情勢の変化に伴い、適宜見直しを行い、内容の改善を図っていきます。 

　瑞浪市では、平成14年４月、企画政策課内に女性
政策係を設置、そして平成15年４月に男女共同参画
推進室を設置し、より総合的に男女共同参画行政を
推進していく体制を整えました。 
　15年度には、男女共同参画意識の啓発のため、年
間を通して各地域で「市民講座」を開催、さらに本
年３月には総合文化センターにおいて「男女共同参
画講演会」を開催し、多くの市民の皆様に参加いた
だきました。 
　この度、市民の代表者で組織する『瑞浪市男女共
同参画懇話会』の提言をもとに、『みずなみ男女共
同参画プラン』を策定しました。 

このプランの期間は、平成１６年度を初年度とし、前期、後期併せて１０年間とします。 
　　　　　　前期：平成１６年度～平成２０年度 
　　　　　　後期：平成２１年度～平成２５年度 

みずなみ男女共同参画プラン みずなみ男女共同参画プラン 

▲第１回懇話会 

4平成16年５月15日



６つの基本目標 

男女の人権の尊重 基本目標１ 

■方針 
１　人権を尊重する意識づくり 

■施策 
①男女共同参画意識の啓発 
②配偶者に対する暴力（DV/ドメスティック・バイオレンス）の防止 
③性的嫌がらせ（セクシュアル・ハラスメント）の防止 
④国際交流、協力の推進 
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70 性別による差別を感じること 

女性（415） 
男性（241） 

複数回答 
（　）内は有効回答数 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
わ
れ
る
固
定
的
な
役
割

分
担 

夫
や
恋
人
か
ら
女
性
に
向
け
ら

れ
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト 

地
域
活
動
等
に
お
け
る
、
肩

書
き
は
男
性
、
実
務
は
女
性

の
あ
り
方 

女
性
を
商
品
化
し
た
経
済
活

動
の
あ
り
方
（
ヌ
ー
ド
写
真
、

風
俗
営
業
な
ど
） 

容
姿
に
価
値
を
お
く
社
会
の

あ
り
方
（
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
） 

婚
姻
や
戸
籍
な
ど
民
法
上
の

制
度 

「
○
○
女
史
、
女
流
○
○
」

の
よ
う
な
女
性
に
だ
け
用
い

ら
れ
る
用
語 

職
場
で
の
賃
金
格
差
や
昇
格

の
差 

政
策
決
定
の
場
へ
参
加
す
る

機
会
が
少
な
い 

そ
の
他 

（％） 

●男女の人権の尊重 

●家庭・地域における男女共同参画 

●教育における男女平等の推進 

●男女がともに働きやすい環境づくり 

●健康で自立できる生活支援 

●プランの推進 

　平成11年に施行された「男女共同参画社会基本法」は、社会のあらゆる場面において個人の人権が重
んじられ、一人ひとりが性別に関わりなく「わたしらしさ、あなたらしさ」を尊重し合い、個人の能力
を発揮し、多様な生き方ができる社会を目指しています。 
　男女がお互いを尊重しながら、対等なパートナーとして豊かな社会を築いていくために、あらゆる機
会を通して啓発活動を行い、男女共同参画意識の醸成に積極的に取り組みます。 
　また、配偶者や恋人などからの暴力（ＤＶ／ドメスティック・バイオレンス）による被害は、深刻な
社会問題として認識され、平成13年に「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」が施
行されています。子どもや高齢者への虐待の問題も含め、これらの暴力防止に向けた意識啓発を進める
とともに、暴力の被害者救済を県や近隣自治体、民間団体等と連携して進めていきます。 
　性的嫌がらせ（セクシュアル･ハラスメント）の防止は、男女雇用機会均等法のなかで事業主の配慮
義務とされていますが、ほとんどの事業所において、相談窓口を設置するなどの取り組みは遅れていま
す。適切な情報を提供するとともに被害者救済のための相談体制を築くための積極的な働きかけを行い
ます。 

▲第３回市民講座 

瑞浪市役所　1 68-21115



家庭・地域における男女共同参画 基本目標２ 

男女がともに働きやすい環境づくり 基本目標４ 

■方針 
１　家庭生活における男女共同参画の推進 
 
 
 
 
２　地域活動における男女共同参画の推進 

■施策 
①子育て支援の充実 
②介護支援の充実 
③高齢者に対する支援 
④男性の家庭生活への参加 
⑤ひとり親家庭の支援 
①地域における女性の参画拡大 
②市民活動の支援とボランティア団体の育成 

■方針 
１　男女平等を推進する教育と学習の充実 

■施策 
①男女平等、人権尊重の教育の推進 
②教育に携わる人材の育成と充実 

教育における男女平等の推進 基本目標３ 

男女の就労の有無 

職場における男女格差の有無 

女性（447） 

男性（260） 

0

仕事についている 

あると思う そうは思わない 
わから 
ない 

仕事についていない 

20 40 60 80 100％ 

女性（279） 

男性（169） 

0 20 40 60 80 100％ 
資料：市民意識調査（H14.12.実施） 

　男女共同参画社会をつくるためには、まず、身近な家庭から取り組むことが必要です。従来女性が担
うことが多かった家庭生活での家事・育児・介護などを、男女一人ひとりが家族の一員として主体的に
担っていくための意識の啓発を行い、男性の家庭生活への参加を促進します。 
　また、本格的な少子高齢社会を迎えるなか、子育て世代や高齢者、障害者を含むすべての人が社会参
加しやすいまちづくりを進めるために、地域の住民が交流し、活気ある地域社会を築いていくことが必
要です。 

　平成14年に行った市民意識調査において、就労し
ている男性は65.8％、女性は63.5％と男女ほぼ同数と
いう結果となっており、瑞浪市においても女性の就
労が進んでいることがわかります。 
　家庭における責任は男女がともに担い、仕事と家
庭をバランスよく両立させることが必要です。そして、
男女がともに能力を発揮し、いきいきと働き続ける
ことができる環境をつくることが求められています。 
　また、方針・意思を決定する段階から男女が対等
に参画できるように審議会等における男女のバラン
スのとれた委員構成を推進するほか、女性の人材育成、
活用を進めます。 

　一人ひとりの個性を大切にする社会をつくるためには、子どもの
ときから男女平等や人権尊重について学ぶことが必要です。男女平
等の社会について、自分の身の回りのことから考え、意識を高める
ために学校教育の果たす役割は大変重要です。学校での男女平等・
人権尊重の教育を推進するため、児童生徒一人ひとりの個性や適正
を重視した進路指導を充実するほか、総合学習や生活科の時間を活
用し、家庭生活・育児・介護を体験的に学習する授業を充実します。 
　また、男女平等や人権についての教育は、学校だけでなく、家庭
や地域でも取り組むことが大切です。どのような社会が男女平等と
いえるのか、また様々な社会問題について、家庭で子どもと一緒に
考えることも重要です。 

▲釜戸小学校総合学習 
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プランの推進 基本目標６ 

■方針 
１　ともに働き続けるための環境づくり 
 
 
２　方針・意思決定過程における男女共同 
　　参画の推進 

■施策 
①男女が家庭的責任を果たせる就労環境の整備 
②職場における男女格差の解消 
③農業、商工業に携わる女性への支援 
①女性の能力を活かす職場づくり 
②女性の登用と人材の活用 

■方針 
１　生涯を通じた健康づくり支援 
 
２　性と生命の尊重 

■施策 
①女性のライフステージに合わせた健康づくり 
②健康づくりと自己管理の推進 
①性に関する正しい知識の普及・啓発 
②リプロダクティブ・ヘルス/ライツの普及と周知　※ 

■方針 
１　プランの推進体制の整備　 

■施策 
①市役所内推進体制の充実 
②調査研究と情報提供の充実 
③市民との連携 

健康で自立できる生活支援 基本目標５ 

平成16年度の事業計画 

　男女共同参画社会の推進は、すべての行政分野と密接な関
わりを持つことから、すべての職員が男女共同参画の視点に
立ち、プランを総合的・効果的に推進していくことが必要です。 
　今後のプランの進行を管理するため、平成15年４月に市の
職員で組織する『瑞浪市男女共同参画推進会議』を設置しま
した。今後のプランの進行を検証するため、市民の代表者で
組織する『瑞浪市男女共同参画懇話会』の意見を伺いながら、
プランの進捗状況、施策、指針を確認し、聞き取りを行うと
ともに、市役所の各所管課で今後実施するすべての施策・事
業に男女平等の視点を取り入れていきます。 
　さらに、広く市民、有識者等の意見を反映するために、『瑞
浪市男女共同参画懇話会』の組織を強化し、市が目指す男女
共同参画社会の実現に向け、男女共同参画施策のあり方につ
いての意見を伺ってまいります。 

　生涯を通じて健康に過ごし、社会に参画できるよう、市民一人ひとりのライフステージに対応した健
康づくりを支援していくことが必要です。 
　働く女性は増加し、同時に妊娠・出産後も働き続けたいと望む女性も増えています。これに対応し、
妊娠中及び出産後も健康を維持しつつ、安心して働くことができる環境をつくることが求められています。 
　また、近年、リストラや定年後の不安などの精神的な負担が原因と考えられる中高年男性の自殺の増
加が社会問題となっています。若い世代、成熟期、更年期世代の健康など、男女ともに生涯にわたる心
と体の健康に関心を持ち、互いの性と生命を思いやれるような環境をつくることが大切です。 

※1994年にカイロで開催された国際人口開発会議で提唱された概念。リプロダクティブ・ヘルスは、個人、特に女性の健康の
自己決定権を保障する考え方。リプロダクティブ・ライツは、それをすべての人々の基本的人権として位置づける概念です。 

●男女共同参画フォーラムの開催　●市内中学校対話集会の開催　●男女共同参画推進セミナーの開催 

▲市長へ提言書を提出 

瑞浪市役所　1 68-21117



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
グ
」 
「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
グ
」 
「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
グ
」 
「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
初
日

と
な
っ
た
４
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
瑞
浪

駅
と
稲
津
町
を
往
復
す
る
約
15
㎞

の
コ
ー
ス
で
、「
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ

た
こ
の
日
は
約
２
８
０
０
人
の
参

加
者
が
集
い
、
さ
わ
や
か
な
風
を

感
じ
な
が
ら
鳥
の
さ
え
ず
り
や
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
自
然
の
絶
え

な
い
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
コ
ー
ス
内
に
設
け
ら
れ
た
各
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
地
元
住
民
ら

が
お
茶
を
振
舞
う
な
ど
し
て
参
加

者
を
出
迎
え
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
中
津
川
市
か
ら
訪
れ
た
50
代
の

男
性
は
、「
い
た
る
と
こ
ろ
に
地

元
の
方
と
触
れ
合
う
場
が
あ
り
15

㎞
と
い
う
距
離
を
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
元
の
方
が
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
て
、
非
常
に
楽
し

い
一
日
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

「
２
０
０
４
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

「
こ
い
の
ぼ
り
祭
」 

２
０
０
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
空
を
泳
ぐ 

　
５
月
３
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
明
世
町
の
市
民

公
園
で
「
こ
い
の
ぼ
り
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
　 

　
同
ま
つ
り
は
、
「
化
石
博
物
館
」
「
陶
磁
資
料
館
」

な
ど
４
施
設
の
共
催
で
行
わ
れ
、
公
園
内
に
あ
る
水

辺
の
広
場
で
は
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
駐
車
場
広
場

で
は
大
道
芸
人
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ピ
エ
ロ

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
、
縁
日
広
場
で
は
、
農
業

婦
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
山

菜
お
こ
わ
や
五
平
餅
の
即
売
が
人
気
を
集
め
、
訪
れ

た
親
子
連
れ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
公
園
内
の
各
施
設
で
も
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
３
日
間
で
延
べ
５

０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21119



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

岳
見
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
村 

天
狗
塚
展
望
台
の
整
備
が
完
了 

新
１
年
生
に
マ
グ
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

陶児童館 

安藤なつみちゃん 
（２歳） 
陶町大川 

木戸脇琉太郎ちゃん 
（２歳） 
稲津町小里 

りゅうたろう 

　
４
月
26
日
、
同
月
25
日
を
も
っ
て
整
備
が
完
了
し
た

日
吉
町
の
「
天
狗
塚
展
望
台
」
を
　
嶋
市
長
が
訪
れ
、

新
名
所
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
同
展
望
台
は
、
昨
年
４
月
か
ら
日
吉
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会（
大
竹
孝
司
会
長
）内
に
星
見
台
整
備
事
業

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
海
抜
566
メ
ー
ト
ル
で
町
内
一
番
の
高
所
と
な
る
同
展

望
台
に
は
、
木
製
の
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
、

展
望
台
ま
で
の
約
300
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
に
は
、
チ
ッ

プ
材
を
ま
く
な
ど
し
て
自
然
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
望
台
か
ら
は
木
曽
川
の

大
渓
谷
が
展
望
で
き
、
晴
天
時
に
は
、
恵
那
山
や
木
曽

御
岳
、
伊
吹
山
な
ど
の
眺
望
も
楽
し
め
ま
す
。 

　
大
竹
会
長
は
、
「
近
く
に
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や

中
山
道
の
石
畳
な
ど
が
あ
り
、
日
吉
町
や
大
湫
町
を
訪

れ
る
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
新
名
所
の
完

成
を
喜
び
ま
し
た
。 

　
４
月
24
日
、
大
湫
町
の
「
大
登
の
森
岳
見
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
」
の
開
村
式
が
、
地
元
住
民
や
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ

フ
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
キ
ャ
ン
プ
場
は
今
年
３
月
限
り
で
名
古
屋
市
が
キ
ャ

ン
プ
場
の
運
営
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
、
岳
見
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
協
会（
安
藤
秋
義
会
長
）を

発
足
さ
せ
５
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

　
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
は
テ
ン
ト
50
張
り
、
山
の
家
１
棟

の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
１
日
で
240
人
が
宿
泊
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。 

　
開
村
式
に
出
席
し
た
森
川
助
役
は
「
自
然
の
多
い
瑞

浪
市
で
、
人
と

自
然
が
触
れ
合

え
る
場
所
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。
開
村
式

終
了
後
、
出
席

者
は
キ
ャ
ン
プ

場
広
場
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
行
い
、「
夕

焼
け
小
焼
け
」

を
合
唱
す
る
な

ど
し
て
、
キ
ャ

ン
プ
場
オ
ー
プ

ン
を
祝
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
４
月
23
日
、
土
岐
市
で
行
わ
れ
る
美
濃
焼
ま
つ
り
の

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
を
訪
れ
、
今
年
の
４

月
に
小
学
１
年
生
に
な
っ
た
児
童
全
員
に
、
美
濃
焼
ま

つ
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
マ
グ
カ
ッ

プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

　
同
実
行
委
員
会
は
、

焼
き
物
へ
の
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
毎
年
美
濃
焼
ま

つ
り
に
あ
わ
せ
て
瑞

浪
市
、
土
岐
市
、
御

嵩
町
の
新
１
年
生
に

マ
グ
カ
ッ
プ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。 
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第 

　
回 

木
造
大
黒
天
像 

20

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

【
シ
リ
ー
ズ
　
瑞
浪
市
の
文
化
財
】 

　
大
黒
天
と
い
え
ば
七
福
神
の

一
人
と
し
て
有
名
で
す
が
、
元
々

は
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

神
様
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
暗

黒
の
中
に
住
み
、
死
や
戦
闘
を

つ
か
さ
ど
る
恐
怖
の
神
様
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
平
安
時
代
に
日
本

に
伝
わ
っ
た
際
に
大
国
主
命
＝
「
大

国
さ
ま
」
と
混
同
さ
れ
、
室
町

時
代
以
降
、
現
代
の
よ
う
に
「
大

黒
様
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
黒
天
像
は
安
政
５
（
１

８
５
８
）
年
に
神
箆
村
下
町
（
現

在
の
土
岐
町
鶴
城
）
の
有
志
の

提
案
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、

高
さ
約
180
㎝
も
あ
る
立
派
な
像

で
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

４
月
１
日
付
け
で
次
の
皆
さ
ん
に
瑞

浪
市
図
書
館
協
議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
市
民
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て

館
長
の
諮
問
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
図

書
館
の
活
動
に
つ
い
て
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

（
敬
称
略
）

小
林
一
三
（
学
識
経
験
者
）

中
島
美
江
（
社
会
教
育
関
係
団
体
）

小
栗
勝
秋
（
社
会
教
育
関
係
団
体
）

伊
藤
信
子
（
学
識
経
験
者
）

林
　
　
貢
（
学
校
代
表
者
）

不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
を
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
不

登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
や
不
登
校
に

つ
い
て
関
心
が
あ
る
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
参
加
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
時
間

19
時
〜
21
時

・
場
所

瑞
浪
市
適
応
指
導
教
室
「
こ

ぶ
し
教
室
」（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
）

◎
問
合
せ

こ
ぶ
し
教
室

1
６
８
‐
９
８
１
１
（
月
〜
金
曜
日

９
時
〜
15
時
30
分
）

平
成
13
年
に
始
ま
っ
た
「
み
ず
な
み

の
第
九
」
も
12
月
５
日
、
い
よ
い
よ
集

大
成
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
ま
す
。
今
年

の
公
演
は
瑞
浪
市
制
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
、
み
ず
な
み
「
第
九
」

を
歌
う
会
と
瑞
浪
市
民
交
響
楽
団
が
競

演
し
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

３
月
か
ら
本
番
に
向
け
た
練
習
に
熱
心

に
励
ん
で
い
ま
す
。

男
声
パ
ー
ト
、
児
童
生
徒
に
は
若
干

の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
「
第
九
」
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
経
験
・
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。
初
心
者
向
け
の
練
習
日
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

1
68
‐
５
２
８
１
）

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

次
回
は
６
月
９
日
に
開
催
し
ま
す

図図図図
書書書書
館館館館
協協協協
議議議議
会会会会
委委委委
員員員員

合
唱
出
演
者
募
集

年
末
に
向
け
て
練
習
始
ま
る

「
み
ず
な
み
の
第
九
」
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

「
第
九
」
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の
第
９
交
響
曲
で
、
お
よ
そ
74
分

間
に
渡
る
大
曲
で
す
。
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
独
唱
・
合
唱
部
分
（
第

４
楽
章
）
は
約
20
分
間
演
奏
さ
れ

ま
す
。
歌
詞
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人

シ
ラ
ー
の
「
歓
喜
に
寄
す
」
の
一

部
分
で
、
文
字
ど
お
り
人
間
の
苦

悩
と
歓
び
そ
し
て
人
類
愛
を
謳
っ

た
詩
で
す
。
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総合文化センター ７日,14日,21日,28日

市民図書館 ７日,14日,21～25日,28日

市民体育館 １日,８日,15日,22日,29日

化石博物館

陶磁資料館

市之瀬記念美術館
１日,７日,14日,21日,28日,30日

地球回廊

サイエンスワールド ７日,14日,21日,28日

文化会館 ３日,10日,17日,24日

自
分
の
体
験
や
考
え
を
発
表
す
る

「
瑞
浪
市
主
張
大
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
出
場
者
の
熱
い
思
い
が

き
っ
と
あ
な
た
に
も
伝
わ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
日
時

６
月
27
日（
日
）
13
時
〜

・
会
場

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

・
部
門

①
小
学
生
の
部
　
②
中
学
生

の
部
　
③
一
般
の
部

▽
一
般
の
部
発
表
者
募
集

主
張
大
会
一
般
の
部
の
発
表
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

・
資
　
　
格

市
内
在
住
の
方

・
発
表
要
領

５
分
以
内
で
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
応
募
方
法

応
募
は
一
人
一
点
で

す
。
発
表
す
る
内
容
を
原
稿
用
紙
４

枚
程
度
に
ま
と
め
て
、
事
前
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
期
限

６
月
１
日（
火
）

◎
申
込
み
・
問
合
せ

生
涯
学
習
課
　

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

1
６
８
‐
５
２
８
１
）

生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日生涯学習施設　６月の休館日

全
校
児
童
に
よ
る
全
体
学
習
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 大

湫
小
学
校
 

本
校
は
全
校
の
児
童
数
が
15
人
と
い

う
小
規
模
な
小
学
校
で
す
。
２
学
年
を

一
人
の
担
任
が
指
導
す
る
複
式
授
業
が

中
心
で
す
が
、
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生

か
し
、
一
人
一
人
の
子
が
よ
り
輝
く
よ

う
、
全
校
児
童
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
全

体
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
二
つ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

大
湫
子
ど
も
太
鼓

大
湫
に
残
る
伝
説

を
太
鼓
で
表
現
す
る
「
白
蛇
の
泉
」。

か
つ
て
は
５
・
６
年
生
だ
け
で
演
奏
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
先
輩
が
残
し
て
下

さ
っ
た
大
切
な
学
校
の
伝
統
を
伝
え
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
、
１
・
２
年
生
も

踊
り
に
加
わ
り
全
校
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
町
の
夏
祭
り
を
は
じ
め
、

運
動
会
や
市
の
音
楽
会
で
多
く
の
方
に

励
ま
し
の
声
と
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Ｆ
Ｂ
Ｃ
花
壇

花
壇
づ
く
り
は
今
年
の

春
で
45
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
花
壇
の

花
を
育
て
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
学
校

で
育
て
た
苗
を
地
域
に
提
供
し
、
長
寿

会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
花
植
え
を
す
る

福
祉
活
動
の
中
心
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
苗
の
こ
ぎ
か
た
や
植
え
方
を

優
し
く
教
え
る
上
級
生
や
素
直
に
聞
い

て
汗
だ
く
に
な
っ
て
動
く
下
級
生
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
み
な
家
族
の
よ
う
に
仲

良
く
元
気
に
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会

瑞
浪
市主

張
大
会
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第
１
位

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ

カ
バ
ン
の
囚
人
　

（
Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著
）

第
２
位

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
炎
の

ゴ
ブ
レ
ッ
ト

（
Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ
／
著
）

第
３
位

模
倣
犯

（
宮
部
　
み
ゆ
き
／
著
）

第
１
位

お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
は

（
林
　
明
子
／
著
）

第
２
位

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
！

（
中
川
　
ひ
ろ
た
か
／
著
）

第
３
位

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
き
ょ

う
り
ゅ
う

（
原
　
ゆ
た
か
／
著
）

第
１
位

こ
ん
な
に
楽
し
い
岐
阜
の
山

旅
１
０
０
コ
ー
ス
美
濃

（
吉
川
　
幸
一
／
著
）

第
２
位

ど
ち
ら
が
正
し
い
？
こ
と
わ

ざ
２
０
０
０
　

第
３
位

バ
カ
の
壁

（
養
老
　
孟
司
／
著
）

新
緑
が
眩
し
い
４
月
24
日（
土
）
の

午
後
、
図
書
館
前
の
芝
生
広
場
で
「
こ

ど
も
と
本
の
広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。へ

ち
ま
座
小
劇
場
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
人
形
劇
や
大
型
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、

集
ま
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
大
き

な
歓
声
が
広
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い

ま
し
た
。

図
書
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

６月の移動図書館 

６月22日（火）～25日（金） 
臨時休館日 
のお知らせ 

館内整理のため、上記のとおり臨時休館します。 
ご不便をおかけしますが、ご協力をおねがいします。 

こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

時　　間  

15：30～16：00 

16：10～16：30 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：20～13：40 

13：50～14：10 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00

ステーション 

小　里 

萩　原 

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月　吉 

棚田山 

羽　広 

大　川 

水　上 

旭　町 

サニーヒルズ 

猿　爪 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

巡回日 

 ９日（水）
 

 

 

10日（木） 

 

11日（金）
 

 

 
16日（水）

 

 

 

18日（金） 

 

 

 

 
26日（土） 

図書館だより 168-5529

今
回
の
展
示
は
、
岐
阜
県
図
書
館
内

に
あ
る
、
日
本
で
も
珍
し
い
地
図
専
門

の
施
設
、
世
界
分
布
図
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
地
図
を
展
示
し
ま
す
。
瑞
浪
市
を
中

心
に
し
た
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大麻・けしなど薬物乱用による犯罪が依然として
跡をたちません。個人の観賞用として知らないうち
に「不正なけし」を育ててしまっていることがあり
ます。
また、種子がどこからか飛んできて自生している

ケースがあるため、自分の家の庭を確認してみてく
ださい。

＜植えてはいけないけしの特徴＞
・全面にろう質を持っているため白っぽい緑色
・草丈が大きく１m以上になる
・茎が太く、しっかりしている
・無毛であり、あっても極めて少ない
・葉が大きく長楕円形でまわりの切れ込みが浅い
・葉は無柄で、つけ根が茎を抱き込んでいる

＊不正栽培や自生する大麻・けしを発見した場合
は、保健所または警察署等に連絡してください。

◎問合せ 東濃地域保健所　生活衛生課
123-1111 内線366

現在、テレビ・ラジオやその他行政無線などの無
線通信に、さまざまな電波妨害が発生しています。
これらの妨害の多くは、総務大臣の免許を受けて

いない不法無線局が発射する電波が原因です。
不法電波は犯罪です。電波のルールを守りましょ

う。
◎問合せ 総務省東海総合通信局

・不法アマチュア無線局相談
1052-971-9471
・不法市民ラジオ・パーソナル無線相談
1052-971-9643
・テレビ・ラジオの受信相談
1052-971-9648

今後行われる選挙では、新たに期日前投票制度が
導入されます。これにより、従来の不在者投票所に
おける投票は、選挙当日の投票とほぼ同じ体制で行
うため、期日前投票所における投票立会人を募集し
ます。
また、若者の選挙離れが話題になる昨今、若年層

の皆さんも是非ご応募ください。

【応募対象】
・20歳以上の日本国民で選挙権を有する方
・終日従事できる方（８時20分～20時）
・選挙に関心のある方

【従事内容等】
・期日前投票所の投票手続きの立ち会い
（投票所・投票箱の開閉、投票人の投函、投票
録の署名ほか）

・時間 ８時20分～20時
・期間 ６月25日（金）～７月10日（土）

＊原則１人１日（応募人数により変更す
る場合があります）

＊新聞報道により参議院議員通常選挙の
期日が７月11日との見とおしが有力の
ため、日程等はその期日を想定して計
画しています。今後日程変更が生じる
場合もありますのでご了承ください。

・場所 市役所２階大会議室
・報酬 １日につき　9,600円

＊ただし、所得税1,300円徴収
＊食事代、交通費は自己負担

【応募方法】
電話・ファックスまたはメールにて、氏
名・住所・生年月日・性別・連絡方法等
をお知らせください。

【応募締切】 5月31日（月）17時まで
【結果通知】 6月上旬に文書にて通知
◎問合せ 選挙管理委員会　1内線271・272

fax 68-9865
e-mail senkyo@city.mizunami.gifu.jp

期日前投票所の投票立会人募集

平成15年度　東濃地域保健所管内での発見状況
不正けし　14件　1,555本

不正大麻・けしの撲滅運動
５月１日～６月30日

不法・違反電波を出さない、使わない
電波利用保護旬間　６/１（火）～６/10（木）



瑞浪市役所　1 68-211115

・期　日 ７月７日（水）～９月21日（火）
全24日間

・対　象 健康で働く意欲のある60歳代前半の方
・参加費 無料（テキスト代は有料）
・会　場 セラトピア土岐
・定　員 30人程度（申込者多数の場合は抽選）
・締　切 ６月18日（金）
・申込み 市役所、各コミュニティーセンター、商

工会議所、シルバー人材センターの窓口
にある申込書に記入し下記まで

◎問合せ シルバー人材センター　168-8744

・期　　日 ６月19日（土）～21日（月）の３日間
・会　　場 岐阜産業会館（19日、20日）

岐阜県福祉農業会館（21日）
・受講資格 年齢、経験、男女不問
・受 講 料 12,500円（テキスト代：22,000円）
・定　　員 90人（定員になり次第締切）
※出張特別試験は、９月５日（日）岐阜大学
◎申込み・問合せ
〒500-8167 岐阜市東金宝町2-4（二葉ビル２階）
（社）日本ボイラ協会岐阜支部　1058-265-1943

農業委員会では、農地を持っていない方にレクリ
エーション目的で、小面積の農地を利用して野菜や
花などを育てる農園を市内に、24カ所開園していま
す。今回、次の農園をあらたに開園しますので入園
希望者の募集をします。
・場　　所 ①上平町四丁目30（４区画）

②北小田町二丁目（５区画）
・入 園 料 年間1,500円
・申込期限 ５月31日（月）応募多数の場合抽選
◎申込み・問合せ 農業委員会　1内線471

・場　所 総合文化センター　第２研修室
・相談者 多治見社会保険事務所職員
年金全般にわたる相談を行います。（年金額の相

談は事前にご連絡下さい）なお、保険料の納付およ
び納付相談も行います。
◎問合せ 保険年金課　年金係　　1内線108

瑞浪勤労者山岳会では、登山道の整備・ごみ拾い
をしながら登山をする「クリーンハイク」を行いま
す。皆さんのご参加をお待ちしています。
※山頂ではとん汁のサービスもあります。
・日　時 ５月30日（日）

９時市役所前に集合
・持ち物 弁当、水筒、軍手、タオル、雨具
◎問合せ 168-2416 高木

優秀な人材を確保する絶好の機会です。是非ご参
加ください。
・日　時 ６月４日（金）13時30分～15時30分
・会　場 多治見市文化会館
・内　容 最近の雇用失業情報、平成17年度３月

新規学校卒業者の求人取扱いについて
◎問合せ ハローワーク多治見　求人企画部門

122-3383（担当：西尾）

・公募部門
①陶磁器デザイン部門（Ａ）
実用機能を有するファクトリープロダクト（機
械を主とした分業システムによる大量生産品）
のためのデザイン

②陶磁器デザイン部門（Ｂ）
実用機能を有するスタジオプロダクト（個人の
手業を主とした少量生産品）のためのデザイン

③陶芸部門
自由な発想と手法による作品

・応募方法 専用ハガキ又はインターネット
・応募締切 10月31日（当日消印有効）
・作品搬入 平成17年２・３月頃
・審 査 会 平成17年３月９日～11日
・展 覧 会 平成17年７月１日～８月31日
・賞 グランプリ：300万

金賞（100万）、銀賞（50万）
銅賞（30万）、審査員特別賞（20万）他

◎申込み・問合せ
〒507-0801 多治見市東町4-2-5

セラミックパークMINO内
国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会事務局
125-4111 FAX25-4138
e-mail:info@icfmino.com http://icfmino.com

－事業主の皆様へ－　　平成17年３月卒
「新規学校卒業者求人取扱説明会」

第７回国際陶磁器展美濃
国際陶磁器コンペティション作品募集

屏風山クリーンハイク

レクリエーション農園入園者募集

国 民 年 金 相 談

介護講習（2級課程）受講者募集

ボイラー実技講習会のご案内
（２級ボイラー技士受験資格取得講習）

５月27日（木） 13時～17時



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2004年5月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,256（＋263）世帯数＝14,165（＋271） 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

健康相談 
6月9日（水） ◆場所　保健センタ－ 

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん） 
6月7日（月） ◆時間　８時30分～11時 ◆料金　500円 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

乳がん検診（マンモグラフィー）のお知らせ ５月31日は「世界禁煙デー」 
～大切な人を煙から守りましょう～ 

これだけは知っておこう 

《喫煙マナーについて考えてみませんか？》 《喫煙マナーについて考えてみませんか？》 

精神保健相談・老人性痴呆症相談 

献血にご協力ください 

● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ●  

　乳房エックス線撮影（マンモグラフィ）とは、
検診車で専用のレントゲン装置を使い、乳房を挟
んで写真を撮ります。 

医師による健康相談：14時30分～15時 
乳幼児相談：９時30分～11時 
栄 養 相 談：14時～16時 

場　　所　保健センター 
対 象 者　40歳以上の希望者（定員50人） 
申し込み　６月４日（金）までに電話などで保健センターへ 

日　　時 

場　　所 

担　　当 

 

相談内容 

６月８日（火）13時～14時 
保健センタ－ 
精神科医師・精神保健相談員 
イライラする・気分が沈む・不眠・不安
恐怖がある・怒りっぽい・痴呆・アルコー
ル依存症  等 

月　日 
 

６月３日 
（水） 

場　　所 
株式会社ヨータイ瑞浪工場 
美濃窯業株式会社 
核燃料サイクル開発機構 
瑞浪超深地層研究所 

時　　間 
10時～11時 
11時30分～13時 

14時～15時30分 

対象者　50歳以上の女性 
検診日　６月17日（木）・７月６日（火） 
時　間　10時～12時、13時～15時 
場　所　保健センター 
検診料　個人負担金1,000円 
内　容　問診、医師による視・触診、両側の乳房エッ

クス線撮影（検診車で左右２枚ずつ撮影） 
申込み　保健センターへ予約をしてください（定員が

あります） 
＊なお、乳房エックス線撮影は２年に１回の受診とな
ります。 

＊平成15年度に乳房エックス線検査を受けた方は、今
年は対象になりません。 

　タバコを吸わない人が、家庭や職場などでタバコの
煙を吸ってしまうことを「受動喫煙」といいます。タ
バコの煙は、吸う人だけでなく、吸わない人の健康ま
でも損なっています。 

　タバコを吸う人、吸わない人双方が気持ちよく共
存するのにいちばん簡単な方法が分煙です。大切な
のは、相手への思いやりです。決められた場所だけ
で吸う“分煙”を必ず守りましょう。 

★夫が１日20本以上たばこを吸う場合、その妻が肺がん
にかかる危険性は、夫がたばこを吸わない妻より２倍近
くにのぼります。 
★親がタバコを吸っていると、子どもの肺炎・喘息・気管
支炎・中耳炎・乳幼児突然死症候群などを招いてしまい
ます。 

＊電話等で予約が必要です。＊秘密は厳守します。 

９時30分～ 
　　　９時45分 

13時30分開始 

12時30分開始 

中期・後期離乳食教室 

1歳６ヵ月児健康診査 
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

平成15年12月生まれ 母子健康手帳 

母子健康手帳 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診 
　も同時に行います 

６月  １日（火） 

平成15年10月生まれ 

平成14年11月1日～ 
　　　11月15日生まれ 

平成14年11月16日～ 
　　　11月30日生まれ 

６月  １日（火） 

2歳児歯みがき教室 
母子健康手帳 
タオル・コップ 
歯ブラシ 

平成14年６月生まれ ６月  ８日（火） 

９時～11時 4歳児はみがき教室 平成12年５月生まれ 
５月26日（水） 

４歳6ヵ月児はみがき教室 平成11年11月生まれ 

６月  ４日（金） 

６月11日（金） 

６ヵ月児健康相談  
および離乳食教室  


